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　1972年に医学部の単科大学として開学した愛知医科大
学は、その後大学院医学研究科、看護学部、大学院看護学
研究科を開設。2022年には創立50周年を迎え、今日で
は4600名を超える医学部卒業生、2000名を超える看
護学部卒業生を数える、中部圏屈指の医系総合大学として
発展を遂げています。
　大学病院は高度医療を提供する特定機能病院であり、ド
クターヘリを擁するなど、地域医療に大きく貢献していま
す。研究面でも、バイオバンクが私立医科大学として初め
てAMEDに登録されたのをはじめ、文部科学省の私立大
学ブランディング研究事業、私立大学等改革総合支援事業
に採択。こうした世界的な研究・診療リソースに基づく医
学・看護学教育により、「THE日本大学ランキング2023」
でも、教育リソース部門で全大学中第10位という優れた
評価を獲得しています。

全
国
屈
指
の
先
進
的
な
医
療
環
境
で

開
学
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

「
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
、
選
ば
れ
る
医
科
大
学
」
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優
れ
た
医
療
人
を
育
成
す
る

卓
越
し
た
教
育
研
究
環
境

　

愛
知
医
科
大
学
の
建
学
の
精
神
は
「
新

時
代
の
医
学
知
識
・
技
術
を
備
え
た
教
養

豊
か
な
臨
床
医
を
養
成
す
る
」「
時
代
の

要
請
に
応
え
て
地
域
社
会
に
奉
仕
で
き
る

医
師
を
養
成
す
る
」「
医
療
を
よ
り
よ
く

発
展
向
上
さ
せ
る
た
め
の
医
学
指
導
者
を

養
成
す
る
」
こ
と
で
す
。

　

愛
知
医
科
大
学
が
掲
げ
る
「
よ
き
医
療

人
」
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
基
盤
と
な

る
高
度
な
教
育
研
究
環
境
が
不
可
欠
で
す
。

研
究
活
動
の
活
性
化
と
研
究
成
果
の
創
出

を
担
っ
て
い
る
の
が
「
研
究
創
出
支
援
セ

ン
タ
ー
」
で
、
主
に
外
部
資
金
の
獲
得
や

産
学
連
携
を
進
め
る
研
究
支
援
部
門
、
共

同
実
験
室
の
管
理
運
営
を
行
う
共
同
実
験

部
門
と
バ
イ
オ
バ
ン
ク
部
門
の
三
部
門
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
血
液
や
組
織
な
ど
の
検
体
と
、
そ

れ
に
付
随
す
る
診
療
情
報
を
補
完
す
る
バ

イ
オ
バ
ン
ク
部
門
が
充
実
し
て
お
り
、
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
（
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療

研
究
開
発
機
構
）
の
バ
イ
オ
バ
ン
ク
リ
ス

ト
に
、
私
立
医
科
大
学
と
し
て
は
最
初
に

登
録
。
が
ん
組
織
や
、
患
者
さ
ん
の
血
液

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で
、

「
こ
う
し
た
世
界
的
な
研
究
成
果
を
大
学

の
研
究
、
臨
床
に
も
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
、
祖
父
江
理
事
長
・
学
長
は
語
っ

て
い
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
徹
し
た
医
学
教
育

海
外
を
含
む
多
様
な
実
習
先
を
整
備

　

愛
知
医
科
大
学
は
開
学
以
来
、
高
度
で

先
進
的
な
知
識
や
技
術
の
修
得
に
留
ま
ら

ず
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
徹
す
る
教
育
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
初
年
次
教
育
  （1）

で

は
、
入
学
直
後
か
ら
解
剖
学
の
講
義
が
始

ま
り
、
後
学
期
か
ら
は
生
理
学
、
生
化
学

が
開
講
。
早
期
か
ら
医
学
の
専
門
領
域
を

学
ぶ
こ
と
で
、
医
学
生
と
し
て
の
学
修
意

欲
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
習
、
看
護
体
験
実
習
、
臨
床
科

見
学
実
習
を
順
次
行
い
、
医
療
人
や
医
療

の
あ
り
方
を
肌
感
覚
で
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
学
年
次
の
10
月
か
ら
は
診
療
参
加
型

臨
床
実
習
を
開
始
。
実
際
の
医
療
現
場
で

知
識
・
技
能
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
修
得
し
、
実
践
力
を
養
い
ま
す
。

な
ど
の
検
体
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
本
学
は
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研
究
事
業
や
、
私
立
大
学

等
改
革
総
合
支
援
事
業
に
も
採
択
さ
れ
て

お
り
、
特
色
あ
る
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

大
学
附
置
の
加
齢
医
科
学
研
究
所
で
は

６
０
０
０
例
を
超
え
る
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク

が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
脳
研
究
の

世
界
的
な
研
究
基
盤
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
２
年
１
月
に
本
学
に
移
転

し
た
日
本
造
血
細
胞
移
植
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
全
国
３
５
０
施
設
か
ら
の
白

血
病
を
中
心
と
し
た
患
者
デ
ー
タ
を
集

積
・
解
析
し
て
い
ま
す
」
と
、
祖
父
江
理

事
長
・
学
長
は
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
分
子
医
科
学
研
究
所
で
は

多
細
胞
動
物
の
細
胞
の
周
囲
に
あ
る
細
胞

外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
い
う
特
殊
な
構
造
に

着
目
し
、
炎
症
や
腫
瘍
な
ど
の
病
態
解
明
、

健
康
増
進
に
向
け
た
研
究
を
展
開
。
愛
知

医
科
大
学
病
院
で
は
が
ん
温
熱
療
法
装
置

や
最
先
端
移
動
式
術
中
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、
治
療
効
果
の
向

上
や
安
全
か
つ
安
心
で
き
る
高
度
な
検
査
、

治
療
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
卓
越
し
た
研
究
活
動
と

最
先
端
医
療
が
注
目
さ
れ
る
愛
知
医
科
大

学
で
す
が
、
祖
父
江
理
事
長
・
学
長
は
日

本
初
の
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の

た
め
、
挑
戦
的
な
研
究
開
発
を
推
進
す
る
、

９
つ
の
目
標
か
ら
な
る
国
の
ム
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業
（
内
閣
府
）

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
務
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
超
早

期
に
疾
患
の
予
測
・
予
防
を
す
る
こ
と
が

（1） 初年次教育
　医学とは何か、医師とは社会の中でどのよう
な役割を担うのかなどを俯瞰できる科目が、初
年次から充実しているのが大きな特長。コミュ
ニケーション能力やマネジメント能力、リー
ダーシップなど、時代が求める医療人の資質を
育む「プロフェッショナリズム」は４年次まで
段階的に開講する。また、「行動科学」は、心
理学や神経科学、精神科学などの多様な分野を
通して人間の心や行動を科学的に理解する力を
養う。「自分のためだけでなく、社会に貢献す
るために勉強する」意識と姿勢で取り組んでほ
しいとの願いが込められたカリキュラム。

（2） ７カ国10大学との国際交流
　国際社会が求める医療改革への動きに的確に
対応できる医師の育成を目指し、アメリカ、ド
イツ、タイ、韓国、ポーランド、イラン、ウク
ライナの７カ国10大学への留学を支援。国際交
流センターでは、留学生との交流や異文化理解
を図るセミナーを開催している。

（3） 医学教育センター
　「世界標準の医学教育」を構築するべく、先
進的な医学教育カリキュラムの策定・評価・実
施、FD（ファカルティ・ディベロップメント）
の企画・実施などのほか、成績不振に悩む学生
に対する学修支援なども行っている。会議室や
学生開放スペースなども備え、同大における医
学教育活動の拠点としても活用されている。

（4） シミュレーションセンター
　全身状態を変化させられる高機能シミュレー
ターを用いた診療・看護技術の習得や静脈注射、
超音波などの処置・検査技術の習得など多様な
プログラムを提供。実践前の練習、日常の技術
の確認、遭遇の少ない状況の模擬体験などを自
由に選択し、学修できる環境が整っている。

　

５
学
年
次
後
学
期
か
ら
は
、
重
要
な
診

療
科
で
の
臨
床
実
習
で
知
識
と
技
術
を
深

化
さ
せ
ま
す
が
、
実
習
先
に
は
協
定
病
院

の
ほ
か
、
地
域
医
療
を
体
感
で
き
る
地
域

密
着
の
中
小
病
院
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
や

タ
イ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
海
外
大
学
病
院

も
用
意
。
医
療
人
と
し
て
の
視
野
を
広
げ

ま
す
  （2）

。

変
化
す
る
医
師
国
家
試
験
に
も
対
応

時
代
を
先
取
り
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

２
０
４
０
年
に
は
、
地
域
に
多
疾
患
を

抱
え
た
高
齢
者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
２
年
度
に
改
訂
さ
れ
た

医
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、「
総
合
的
視
点
」
を
持
つ
医
師

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
愛
知
医
科
大
学
の
建
学

の
方
針
と
一
致
す
る
も
の
で
、
同
大
で
は

総
合
診
療
医
学
講
座
を
設
け
対
応
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
愛
知
医
科
大
学
病
院
は
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
総
合
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ

る
救
急
医
療
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。
同
病

院
を
基
地
病
院
と
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ

ス
テ
ム
が
、
国
内
で
４
番
目
の
事
業
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
進
行
中
の
救
急
医
療
改

革
で
は
、
こ
う
し
た
教
育
も
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
２
４
年
か
ら
実
施
さ
れ
る

第
１
１
８
回
医
師
国
家
試
験
か
ら
、
出
題

基
準
が
一
層
臨
床
に
即
し
た
内
容
に
な
る

こ
と
が
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、「
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
  （3）

」
を
中

心
に
、
臨
床
実
習
の
充
実
な
ど
、
時
代
の

要
請
を
先
取
り
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整

備
し
て
お
り
、
影
響
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

高
い
専
門
性
を
有
す
る
看
護
師
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
に
も
注
力

　

看
護
学
部
は
「
豊
か
な
人
間
性
」「
広

い
視
野
と
国
際
感
覚
」「
地
域
社
会
へ
の

貢
献
」「
看
護
実
践
能
力
」
を
教
育
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
優
秀
な
看

護
師
・
保
健
師
を
世
に
送
り
出
し
、
医
療

分
野
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
看
護
師
国

家
試
験
で
は
高
い
合
格
率
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
大
学
院
で
は
修
士
論
文
コ
ー
ス
に

加
え
、
専
門
看
護
師
コ
ー
ス
、
診
療
看
護

師
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
よ
り
高
度
な
専
門

性
を
身
に
つ
け
た
看
護
実
践
家
の
養
成
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
や
１
学
年
次
生
か
ら

開
始
さ
れ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
、
学
生
に

寄
り
添
う
学
修
・
学
生
生
活
の
き
め
細
か

な
支
援
も
特
長
で
す
。
医
学
部
同
様
、
海

外
大
学
と
の
提
携
に
よ
る
国
際
交
流
が
活

発
な
環
境
で
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
文
化

や
価
値
観
を
理
解
し
、
視
野
を
広
げ
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
50
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
看
護
学
研
究
科
へ
の
博
士
課
程
Ph
・

Ｄ
（
看
護
学
博
士
）
コ
ー
ス
、
Ｄ
Ｎ
Ｐ

（
看
護
実
践
博
士
）
コ
ー
ス
の
設
置
準
備

を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

医
学
教
育
で
あ
る
と
評
価
、
認
定

　

愛
知
医
科
大
学
は
２
０
２
０
年
度
、
日

本
医
学
教
育
評
価
機
構
に
よ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
医
学
教
育
で
あ
る

と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
す
べ
て
の
講
義
室
や

セ
ミ
ナ
ー
室
に
は
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
が
整

備
さ
れ
、
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｌ
Ｅ-

Ｋ
」
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
用
い
て
講
義
資
料
な
ど
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

新
時
代
に
向
け
た
大

学
の
「
知
の
拠
点
」
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る

の
が
、
大
学
本
館
５
階

と
６
階
に
あ
る
総
合
学

術
情
報
セ
ン
タ
ー
で
す
。

図
書
館
部
門
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
部
門
、
情
報
基
盤

部
門
の
３
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
術
情
報
の
蓄
積
、
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
  （4）

や
看
護
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
も
学

生
の
教
育
支
援
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
家
試
験
に
向
け
た
学
修
施
設
が
「
医

心
館
」
で
、
主
に
医
学
部
６
学
年
次
生
と

看
護
学
部
４
学
年
次
生
が
活
用
し
て
い
ま

す
。
内
部
に
は
国
家
試
験
に
向
け
て
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
セ

ミ
ナ
ー
室
や
、
個
人
で
集
中
し
て
学
習
で

き
る
視
聴
覚
個
人
ブ
ー
ス
な
ど
を
備
え
、

毎
年
４
月
か
ら
国
家
試
験
が
終
了
す
る
ま

で
の
期
間
は
朝
７
時
か
ら
最
大
24
時
ま
で

利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
長
久
手
市
は
、

緑
豊
か
な
自
然
が
残
る
一
方
で
利
便
施
設

が
揃
う
な
ど
、
学
生
生
活
を
過
ご
す
場
所

と
し
て
、
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

日
の
医
学
は
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し

て
い
ま
す
が
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
未
来
を
ひ
ら
く

充
実
し
た
医
学
教
育
環
境
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
祖
父
江

理
事
長
・
学
長
は
愛
知
医
科
大
学
の
今
後

の
展
望
を
語
っ
て
い
ま
す
。

愛知医科大学　

第117回医師国家試験合格率

受験者数115名
合格者数115名100%

第112回看護師国家試験合格率

受験者数95名
合格者数95名100%

第109回保健師国家試験合格率

受験者数15名
合格者数15名

※新卒者の状況

100%
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